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'層はじめに
前号では､スウェーデンのスロイド教科の現状と1878年の最初のスロイド教

科の目的等について紹介した｡今回は､スウェーデンのスロイド教科の歴史に

写真 1 オットー･サロモン

し､若干の検討を加えたい(1)｡

大きな影響を与えたオットー ･サロモンと彼

がスロイド教育理論を形成していく際に土台

となったネ-ス少年スロイド学校についてと

りあげる｡その理由は､サロモンのスロイド

教育理論についてはこれまでよく知られてい

るが､それがどのようにして形成されたのか

についてはサロモン自身がほとんど語ってこ

なかったこともあり､不明の部分が多いから

である｡本稿では､その形成過程について

1891年にサロモンがネ-スのそれまでの歩み

についてまとめた1'NagotomNaasochdess

laroanstalter-■という資料から関連部分を紹介

‥■■●●層1サE)モンの生育歴とネ-スへの移住

サロモン (OttoSalomon,1849-1907)は､ユダヤ人の両親のもとで1849年11

月にイェ-テポリ (G6teborg)で生まれた｡当時としては､ユダヤ人はスウ

ェーデンにとって最初の移民であった(2)｡サロモンの父方の祖父にあたる
ペンジャミン ソフ(アニノセン
BenjaminSalomonと祖母SophiaNissenは1780年代にドイツ北都 (当時はプロ

シア)の町 (Mecklenburg地方にあるGoldberg)からストックホルムに移住し

てきた｡当時のスウェーデンでは､外国人に対する恐怖が一般的に存在した(3)0
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ユダヤ人に許された経済活動は商業活動かギルドの規定に抵触しない手工業で
アロ- ン ア プ ラ ハ ム ソ ン メ ダル

あった｡サロモンの母方の祖父AronAbrahamsonはプロシアでは記章彫版工

(medaljgl･avOr)であったが(4)､1812年にスウェーデンに移住して以来､海運

業者として働いていた｡ユダヤ人の子どもがスウェーデンの学校に入学を許さ

れたのは1859年､ユダヤ人が完全な市民権を得たのは1870年のことであった｡

サロモンは､14,15歳まではいくつかの私立学校で学び (7,8年間)､その後1864

年にギムナシウム ("H6greReallaroverketiG6teborgFf)に入学し､1868年春

には大学人学資格試験 (mogenhetsexamen)に合格した｡同年の秋学期から

ス トックホルムにあるテクノロギスカ ･インスティチュー ト (Teknologiska

institutet)の1年コースに入学した(5)bところが､1869年2月に母方の叔父に
アウグスト

あたるアブラハムソン (AugustAbrahamson,1817-1895)の妻が死亡し､その

後親戚から叔父の所有地の管理を助けるように説得された｡｢長い思案の後に｣

テクノロギスカ ･インスティチュー トでの学習を継続することを断念し､1870

年10月からウルツーナ ･ラントプルーク ･インスティチュー ト (ウルツーナ農

科大学)において特別学生として1871年の夏まで学習した｡その後サロモンは､

イェ-テポリから30キロメー トル東に位置するネ-スへ移った.移住した直後

から､サロモンはネ-ス近郊の国民学校を訪問したり､JennyBerg女史が子

どものために設立した日曜学校で教えている｡

･･B2ネ-ス .スロイド学校の創設と初期のスロイド学校の教育

サロモンの叔父のアプラ

ハムソンは当初､彼が住ん

でいる教区の学校委員会に

スロイド学校を設立するた

めの寄付の提供を申し出た

が､その委員会はすでに設

立されていた小学校 (sma

skola)(6)の維持にその寄付

を使用 したいということ

で､スロイド学校を設立す

ることには至 らなかった｡

そこで､アプラハムソンは

私立のスロイド学校として

図1ネ-ス周辺の地図
左上はネース城､右下はネ-ス･スロイド教員養成所の校舎
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1872年2月に､ネ-スやその周辺に住んでいる国民学校 (folliskola)を修了し

た男子を生徒として受け入れてネ-ス少年スロイド学校 (Naass16jdsliolafor

gossar)を創設した｡そのスロイド学校でとりあげられた教育内容は､数学､

製図 (1i11earritning)(7)､糸鋸 (16fsagning)(8)であり､数学と製図はサロモン

によって､糸鋸はスロイ ド･インス トラクターであったポリエス トローム

(C.A.Borgstr6m)によって担当された｡1872年7月から実習設備を備えた新し

い校舎が完成し､木工 (snickeri)という科目が新たに実施された｡この科目

を担当したのは､アルフレッド･ヨハンソン (AlfredJohansson)で､彼は

｢農場のスロイダレ (S16jdare)の一･人｣であった(9)｡最初の年のスロイドの授

業で製作したものは､"くまで"と "荷車"であったという｡学校の授業は毎

日10時間ずつ､週6日間 (月曜日から土曜E)まで)､年間50過実施された｡-A日

10時間のうち､7時間はスロイドの授業で､あとの3時間はその他の教科にあて
スニノケリ スパ - 7●ニ ング

られた｡木工 (sllicltel･i)という科目には､＼次第に旋盤作業 (sval･vning)や彫
トレスニ - デ リ

刻 (trasnideri)の内容が加えられた｡また､一部の生徒のために馬畷づくり
サ - デ ル マ ー ケ リ
(sadelmalieri)も加えられた｡それに対して､糸鋸は最初の1年目で生徒に教

えるのにあまり適切ではないという理由でとりあげられなくなった｡生徒には

当初補償金が1日につき40オーレが支払われた.それは､生徒の親(10)は義務教

育を終えた子どもに勉強させる余裕がないことが判明したからであり､生徒が

学校に来なくなると学校を閉鎖せざるをえないという判断からであった｡しか

し､次第にこの学校を卒業した生徒が比較的有利な仕事を磯得することができ

ることによって世間の関心がもたれるようになってから､この補償金の制度は

廃止された (1877年)0

先述したように､当初は国民学校を修了した生徒 (13歳以上)を入学させて

いたが､｢スロイド教育が基礎的であることが次第に明らかになってきたので､

そしてそれが専門的教育の分野には含まれないことが明らかになってきたの

で､スロイド学校への入学者の年齢を下げる必要性がでてきた｣｡その結果と

して ｢スロイド学校への入学年齢が国民学校の上級段階(】.)に入る子どもたち

の平均年齢と同じになった｣｡そこで ｢理論的教科の授業の方も変化させる必

要性がでてきた｡｣この変更は1874年に行われ､教科の構成は､キリスト教の

知識､ 歴史 と地理､算数 と幾何､スウェーデン語､理科､清書､製図
リ ネ 7 リ ト ニ ン グ

(linearritnimg)､軍事訓練となり､スロイドは木工 (sllickel･i)､旋盤作業

(svarvning)､彫刻 (trasnideri)から構成された｡さらに算数と幾何､製図

(lillearl･itning)は通常の国民学校よりも重視された｡このスロイド学校は､
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スロイドという科目を特徴とする国民学校に徐々に移行していった｡

この資料によると ｢スウェーデンの教育的スロイド (Svensliapedagogislta

slGjdundervisning)の基礎にある思想がどのように実施されるか｣を明らかに

するための実験がこのスロイド学校の生徒を対象としてなされた｡その実験の

特徴の 1つは､スロイドの授業でとりあげるスロイドの種類を一つかあるいは

関連するものに限定することであった｡1876年にはこの点でなさjtた試みの結

果として木工 (snickeri)に集中することのメリットが明確になったとサロモ

ンは述べている｡｢理論的な観点からは､すべての学校の生徒に多様な種類の

スロイドに関する知識と技能を獲得させることがメリットが大きいように考え

られるが､実際にやってみると状況は異なったものとなった｡すなわち､多様

な教材への力の分散は､概して何らかの種類の技能とすべてに関するいい加減

で､不十分な知識をもたらすこととなった｡多くの種類の道具の使用は､道具

の操作の確実な習得を妨げた｡｣木工(sniclieri)のメリットは｢生徒がのこぎり､か

んな､ハンマーなどの日

常生活でしばしば出会う

道具を利用することにな

れること､木工工作台で

立っている状態は､本や

製図机で座っている状態

との必要な交換になるこ

と､力を使うことを通して

体力の発達を要求するこ

と､木工以外のものより
写真2 1906年の夏季コース (木工)の参加者

も､木工の方が日常生活 右端はオット ･サロモン､参加者はモデルシリーズ作品を手に

に役立つものをつくるこ

とができる上とにあった｡

その実験のもう一つの特徴は､｢実際に教育的な交換を引き起こすために､

方法的に正しいやり方で (教授を)組織する｣ことであった｡その ｢教育的な

スロイド教授｣の方法は ｢職人の慣習的な養成方法とは異なる｣とし､｢慣習

的な方法は道具の操作や接合等をそれだけ分離して取りだして学習させ､その

後に実際の作品を製作する｣方法 (｢前練習 (f6rOvning)｣といわれる方法)

であり､｢抽象的なものから具体的なものへとすすんでいく｣方法であるとし

ている｡それに対して ｢教育的なスロイド教授｣の方法は ｢まったく反対の方
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法｣であり､｢具体的なものから抽象的なものへと進んでいく｣とする｡また､

.職人の養成では ｢最初の道具としてのこぎりから出発する｣のに対 して､｢教

育的なスロイ ド教授｣ではナイフを ｢基本的な道具｣とする｡ナイフは ｢最も

普通にある道具｣で､｢一般的な技能を獲得するのに適している｣ とする｡そ

して､｢このスロイダレに特徴的な道具であるナイフだけをつかって､使用可

能なものをつ くることができることも重要な点である｣としている｡

-･-･層おわりに
本稿でみてきたように､ネ-ス少年スロイ ド学校は発足 して2年経過 した

1874年に入学年齢を11歳に下げて､国民学校としての性格をかねそなえたスロ

イ ド学校に変化 した｡この変化の要因をサロモンは ｢スロイ ド教育が基礎的で

あることが次第に明らかになってきたので｣ と述べていた｡そして､この変化

と同じ時期にスロイ ド教育の内容を木工に限定するという試みが始め られた｡

年齢を下げたことと木工に限定したこととは相互に開通しているように考えら

れるが､この変化の要因の分析については今後の課題としたい｡サロモンは従

来の慣習的な職人の養成方法を批判 していたことはすでにみてきた｡サロモン

の教育歴には職人になるための訓練経験はみられないが､サロモンの属する家

系には職人 (hantverkare)の系譜を確認できる｡今回とりあげた資料("Nagot

om Naasochdesslaroanstalter")は1891年に書かれたもので＼サロモンは

｢教育的スロイ ド｣ という言葉を使用 しているが､この時期のスロイ ド学校の

スロイ ド教育を ｢教育的スロイ ド｣と定義できるかどうかはさらに検討されな

ければならない(12)0

以上2回にわたってスウェーデンのスロイド教科の現状と歴史(の-那)について述べ

てきた｡スウェーデンのスロイド教科の最初の目的規定(男子)は､農民の日常生活にと

って必要な技能を教えることを目的にしていた｡本稿で紹介したように､サロモンが木

工をとりあげたのは､農民が日常生活で出会う道具の使用法について習熟することに

よって日常生活に役立つものを生徒が製作でき､両親にその価値を認めさせることに

あった｡本稿でとりあげた時期のものは､サロモンが｢教育的スロイド｣として具体的な

教材として編成した､モデル･シリーズが登場する以前の段階のものである｡サロモンの

1880年代から1890年代にかけての発展については､稿を改めて述べることにしたい｡

注)

1)あわせて1876年にサロモンがネ-スのスロイド学校について書いた資料(■'omNa畠s

s16jdskolorH)も今回検討したが､スロイド学校については1891年の資料の方が詳しく紹介
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されており､その資料の中で一部1876年の資料も引用されていた｡なお､1876年の資料は

同年に開催されたフィラデルフィア万国博覧会での展示に向けて書かれたものと考えられる｡

2)スウェーデンに定住して､その営業に対する保証書を得るためには､最低限2000ダ｣レル

の資本金が必要とされた｡ダーレは当時のスウェーデンの貨幣単位で､当時の普通の労働

者の貸金は年100ダーレル以下であった｡つまり､裕福なユダヤ人だけが移民として歓迎さ

れた(EvaHelenUlvrosHsophieEllian'■S.27,2001)0

3)DavidGliick,AronNeuman,JacquelineStare"sverigesjudar'■1997

4)さらに彼の父親であるAronIsaacは印鑑彫版工(sigillgrav6ren)であった｡

5)後のTekniskah6gSkolan(ストックホルム工科大学)

6)小学校(smasliola)は2年あるいは3年制の学校で､その後に国民学校(その修業年限は

小学校が2年の場合は国民学校は4年､3年の場合は3年であった)が続いた｡当時の民衆

教育は6年間(7-12歳)であった｡小学校の教員は女性でsmaskolalararinnaと呼ばれた｡

7)製図(linearl･itning)はサロモンが重視していた教科の一つであった｡サロモンはスロイド

の技能(Sldjdfardighet)は製図の技能(ritfardighet)に支えられるとし､このスロイド学校で

は過に9時間を製図にあてていた(1'NagotomNaasochdesslaroanstalter‖S.27)｡また､

サロモンは1876年に"Kortfattadllandledningilinearritning"(製図のための手引き)を出

版している｡

8)糸鋸(lofsagning)は当時スウェーデンにおいて流行し始めていたとサロモンは書いている

("NagotomNaasochdesslaroanstalterHs.13)

9)このスロイダレ(sldjdare)というのは､スロイドをおこなう人といいかえることができるが､

rlordbokaverSvenskaSpraketutgivenavSvenskaAkademien"(第28巻)という辞典

によれば､この1800年頃から1900頃にかけては､スタータレ(statare､農場労働者)と同じよ

うに農場に雇用された労働者であるが､農場に必要なものを製作するということで､少し高

い貸金を得ていた人をさす言葉であった｡

10)サロモンは｢労働者階級(kroppsarbetarneslt1ass)の親｣と表現しているが､スタータレ

(農場労働者)をさしていると考えられる｡

ll)上級段階とは小学校を1,2(3)学年として5学年と6学年に相当する部分であり､11歳と12歳の

年齢段階にあたる｡

12)サロモンは1891年の資料で､｢この考え方(本稿で紹介した内容をさす-引用者)で作成された

モデル.シリーズは1877年に初めて公開され､エルフスポリエ県のスロイド展覧会において賞を授与

された｣(7-NagotomNaasochdesslaroanstalter''S.27)としているo筆者が確認できるサロモン の

教育的スロイドの｢モデルシリーズ｣は1880年代前半以降のものであり､この1877年のモデル･シリーズ

はまだ確認されていない｡
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